
スプレー缶・カセットボンベ等の穴開けには注意が必要です！スプレー缶・カセットボンベ等の穴開けには注意が必要です！

①穴開け作業は、必ず風通しが良く、火の気のない「屋外」で行いましょう。
②缶を手で振って中身の有無を確認してください。「シャカシャカ」「チャプ
　チャプ」など音がしたら、まだ中身が残っていますので、必ず使い切りま
　しょう。
③音がしなくても、まだ中身やガスが残っている場合があります。スプレー
　缶はガス抜き装置が装着された製品への転換が進められています。ガス抜き機能がついているスプレー缶等
　は、付属のガス抜きキャップを利用してガス抜きをしましょう。（※ガ
　ス抜き方法は、スプレー缶等に記載されています）
④スプレー缶等には、濡れぞうきんをかぶせましょう。
⑤足などでスプレー缶を固定し、上からではなく側面から穴を開けま　
　しょう。穴あけにより、残ったガス等が噴き出す恐れがありますので、
　自分の体にかからない様、穴あけの向きには注意が必要です。(※100　
　円ショップやホームセンターなどで市販されている穴あけ器を使うと
　簡単に穴をあけられます )
⑥町指定の「燃えないごみの袋」に入れ、決められた収集日に燃えないご
　みとして出しましょう。

スプレー缶やカセットボンベ等は、次の手順を守って安全に処理しましょう。

　中身の残ったままでスプレー缶、カセットボンベなどの可燃性ガスを含むものを、ごみとして排出すると、ご
み収集車やごみ処理施設での火災の原因となり、大変危険です。
　中身の残った状態で出されたスプレー缶等は、ごみ収集車が回収する際に、荷台の中で圧縮され、漏れ出した
ガスやオイルに引火し、火災を引き起こす場合があります。また、道内では室内の火元のそばでスプレー缶など
の穴あけを実施したことに起因した火災死亡事故も発生していて、注意が必要です。

■問合せ
　環境課環境推進グループ
　　　　　　　☎74-3006


